
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 

教育計画 

 

石垣市立適応指導教室 

「あやぱに学級」 

 

所在地：石垣市字登野城１５３番地 (登野城公民館２階) 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ： (０９８０) ８３－６３８８ 

E‐ｍail : ayapani@ishigaki.ed.jp 
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１ 沿 革 
【平成５年度】 

平成 ６年２月 ４日 石垣市立適応指導教室設置規則制定 
平成 ６年２月２８日 第 1回適応指導教室運営協力委員会 
平成 ６年３月 ８日 第 2回適応指導教室運営委員会 
平成 ６年３月２９日 第 3回適応指導教室運営委員会 

「あやぱに学級」と命名（命名者 石垣第二中 新田健夫 教諭） 
【平成６年度】 

平成 ６年４月 １日 石垣市立適応指導教室「あやぱに学級」開設 
              適応指導教室特別研究員 慶田盛邦子教諭    発令 
              適応指導教室指導員   内原勇  崎山光子   

【平成７年度】 
平成 ７年４月 １日 適応指導教室特別研究員 慶田盛邦子教諭    継続 

              適応指導教室指導員   内原勇  崎山光子   
 【平成８年度】 

平成 ８年４月 １日 適応指導教室特別研究員 慶田盛邦子教諭    継続 
              適応指導教室指導員   前津栄信 崎山光子   

【平成９年度】 
平成 ９年４月 １日 適応指導教室特別研究員 大田綾子教諭     発令 

              適応指導教室指導員   前津栄信 崎山光子   
【平成１０年度】 

平成１０年４月 １日 適応指導教室特別研究員 大田綾子教諭     継続 
              適応指導教室指導員   宮良祐成 島袋亮子   
   平成１１年２月２３日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 

【平成１１年度】 
   平成１１年４月 １日 適応指導教室特別研究員 安次嶺絹枝教諭    発令 
              適応指導教室指導員   島袋亮子 黒川庶    
   平成１１年９月 １日 適応指導教室指導員   大仲國夫 瀬名波玲子  
   平成１２年２月２３日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 

【平成１２年度】 
   平成１２年４月 １日 適応指導教室特別研究員 加勢本京子教諭    発令 
              適応指導教室指導員   大仲國夫 加原玲子   
   平成１３年３月 ６日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 

【平成１３年度】 
   平成１３年４月 １日 適応指導教室特別研究員 宇根悦子教諭     発令 
              適応指導教室指導員   本仲勉  加原玲子   
   平成１４年２月２２日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 

【平成１４年度】 
   平成１４年４月 １日 適応指導教室特別研究員 宇根悦子教諭     継続 
              適応指導教室指導員   本仲勉  盛山明香   

平成１５年２月１９日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 
【平成１５年度】 

平成１５年４月 １日 適応指導教室特別研究員 西銘初江教諭     発令 
           適応指導教室指導員   玻座真武 盛山明香   
平成１６年２月１８日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 

【平成１６年度】 
平成１６年４月 １日 適応指導教室特別研究員 西銘初江教諭     継続 
           適応指導教室指導員   砂川忠寛 與那國貴子  
平成１７年２月２３日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 

【平成１７年度】 
平成１７年４月 １日 適応指導教室特別研究員 西銘初江教諭     継続 
           適応指導教室指導員   屋良律子 新崎尚武   
平成１８年２月２２日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会  
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【平成１８年度】 
平成１８年４月 １日 適応指導教室特別研究員 徳山明美教諭     発令 
           適応指導教室指導員   屋良律子 米城奏    
平成１９年２月２７日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会  

【平成１９年度】 
平成１９年４月 １日 適応指導教室特別研究員 徳山明美教諭     継続 
           適応指導教室指導員   屋良律子 椙原慎太郎  
平成２０年２月２７日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会及び講演会  

               講師 上級カウンセラー 新里恒彦 
【平成２０年度】 

平成２０年４月 １日 適応指導教室特別研究員 平安山誠教諭 発令 
           適応指導教室指導員 屋良 律子 椙原慎太郎   
平成２１年２月２７日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会及び講演会 

             【講演】不登校等問題を抱える児童生徒を如何に立ち直らせるか 
講師 岸田カウンセリング研究所 所長 岸田博 

【平成２１年度】 
平成２１年５月２２日 適応指導教室特別研究員 平安山誠教諭     継続 
           適応指導教室指導員   屋良律子 椙原慎太郎  
平成２２年２月２５日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会及び講演会 
            【講演】「子どもと大人のためのストレスマネジメント」 

                 講師 関西福祉科学大学 教授 大野太郎 
【平成２２年度】 

平成２２年４月 １日 適応指導教室特別研究員 保里京子教諭     発令 
           適応指導教室指導員   屋良律子 崎田尚孝   
平成２３年２月２５日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会  

【平成２３年度】 
平成２３年４月 １日 石垣市立教育研究所所長 新城寅生       発令 
           適応指導教室特別研究員 保里京子教諭     継続 
           適応指導教室指導員   大盛陽一郎 宮良郁恵  
平成２４年２月１６日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会  

【平成２４年度】 
平成２４年４月 １日 石垣市立教育研究所所長 新城寅生       継続 
           適応指導教室特別研究員 新本真理子教諭    発令 
           適応指導教室指導員   宮城ひとみ 新崎拳   
平成２５年２月１６日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会  

【平成２５年度】 
平成２５年４月 １日 石垣市立教育研究所所長 田本由美子      発令 
           適応指導教室特別研究員 兼松良明教諭     発令 
           適応指導教室指導員   前花雄介  竹内梢   
平成２６年２月２５日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会  

【平成２６年度】 
平成２６年４月 １日 石垣市立教育研究所所長 田本由美子       継続 

適応指導教室特別研究員 大城亜美教諭     発令 
適応指導教室指導員   前花雄介 竹内梢    

平成２７年２月１０日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 
【平成２７年度】 

平成２７年４月 １日 石垣市立教育研究所所長 宜野座安夫       発令 
            適応指導教室特別研究員 上原邦夫教諭         発令 
            適応指導教室指導員   保里京子 西里洋樹   
平成２８年２月１８日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会  

【平成２８年度】 
平成２８年４月 １日 石垣市立教育研究所所長 宜野座安夫（委嘱）   発令 
           適応指導教室特別研究員 與那國充子           発令 
           適応指導教室指導員     寄合洋且   池田碧    
平成２９年２月１６日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会並びに適応指導関係者報告会 
        (担任)照屋寛文(小中アシスト相談員)田福雄市(教育相談)前底さゆり 
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【平成２９年度】 
平成２９年４月 １日  石垣市立教育研究所所長 仲田森和（委嘱）     発令 
           適応指導教室特別研究員 小野寺紀子           発令 
           適応指導教室指導員   寄合洋且 松井真里子  

７月１１日  石垣市立教育研究所所長 仲田森和             退職 
８月 １日  石垣市立教育研究所所長 南 和秀（委嘱）     発令 

平成３０年２月２０日  適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 
           関係機関報告：(青少年センター係長)石垣司・ 

(小中アシスト相談員)與那國貴子 
【平成３０年度】 

平成３０年４月 １日  石垣市立教育研究所所長 南 和秀（委嘱）     発令 
           適応指導教室特別研究員 平田 律子           発令 
           適応指導教室指導員   寄合洋且             

８月３１日  適応指導教室指導員   寄合洋且            退職 
９月 １日 適応指導教室指導員   平良未衣菜            

１０月２２日 適応指導教室指導員   東嘉弥眞美久           
平成３１年２月１９日  適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 

関係機関報告：(青少年センター係長)石垣司・ 
(臨床心理士)與那城杉子 

【平成３１年度（令和元年度）】 
平成３１年４月 １日  石垣市立教育研究所所長 大濵 民江       発令 
           適応指導教室特別研究員 大城 朝義           発令 
           適応指導教室指導員   平良未衣菜             

東嘉弥眞美久          
令和 ２年２月１８日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 

関係機関報告：(八重山警察署)大石根司 
(臨床心理士)與那城杉子 

【令和２年度】 
令和  ２年４月 １日 石垣市立教育研究所所長 大濵 民江       発令 

適応指導教室特別研究員 宮城 貴美           発令 
            適応指導教室指導員   平良未衣菜             

太田 裕也            
        10月 12日 サポートスタッフ    当銘 清美       
      令和  ３年 2月 22日 適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 

【令和３年度】 
令和  ３年４月 １日 石垣市立教育研究所所長 大濵 民江       発令 

適応指導教室特別研究員 神山 綾香           発令 
            適応指導教室指導員   上原まどか             

東嘉弥眞美久           
   令和 ４年 2月 21日  適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 
 【令和４年度】 
   令和 ４年 ４月１日 石垣市立教育研究所所長 西原 貴和子     発令 
              適応指導教室特別研究員 浅井 みさ乃     発令 
              適応指導教室指導員   上原 まどか 
                          富永 由衣 
   令和 ５年 ３月 16日  適応指導教室「あやぱに学級」実践報告会 
 【令和 5年度】 
   令和 ５年 ４月 １日  石垣市立教育研究所所長  西原貴和子      発令 
              適応指導教室特別研究員  金城 綾乃      発令 
              適応指導教室指導員    東大嶺由衣 
                           儀間 奈央 
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２ 趣 旨 
 

石垣市の不登校児童生徒数は毎年増加傾向にあり、不登校児童生徒の学校適応を促進するため、適応

指導教室「あやぱに学級」を開設する。 

 

３ 開級目的 

     不登校の児童生徒に対し、自立の心を高め、社会性を身につけさせるための指導援助を行うこと

で学校適応を図ることを目的とする。 

 

４ 入級対象 

   石垣市内の小中学校で不安など情緒的混乱による不登校児童生徒とし、具体的には次に示す状態

がいくつか見られる者とする。 

(１)学校復帰を目指し「あやぱに学級」に通う意思を持っている。 

 (２)学校刺激・登校刺激に対して過敏・拒否反応がある。 

(３)自分の意思を表現するのが極めて乏しく、生活全般において無気力さや消極さが見られる。 

(４)精神的な疾患がなく、専門家の治療や支援を必要とせず、怠学傾向がない。 

 

５ 場 所 

     〒907-0004 石垣市字登野城１５３番地 (登野城公民館２階) 

                  電話（０９８０） ８３－６３８８（FAX 兼用） E-mail: ayapani@ishigaki.ed.jp 

                 HP    http://ishigaki.ed.jp/ayapani/ 

 

６ 担当職員 

     ○学級担任：金城 綾乃（指導教諭）   ○指導員：東大嶺 由衣・儀間 奈央  

 

７ 開級期間 

     石垣市立小・中学校の授業日に準ずるが、学年始めは３週間程度の学校適応期間をおく。 
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８ 指導・援助の特質 

 

９ 組織 

(１) 石垣市教育委員会、石垣市立教育研究所が主管となって本事業を推進する。 

(２) 適応指導教室への入級は石垣市教育委員会内に「石垣市立適応指導教室入級及び青少年センタ 

ー通所等検討委員会」を組織し、適応指導教室への入級等について調査審議し、決定する。 

その検討委員会は、教育部長、学校教育課長、いきいき学び課青少年センター所長、石垣市立

教育研究所所長、青少年センター青少年係長及び学校教育課担当指導主事、学級担任の職にある

ものがあたる。 

 

(３) 組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居場所づくり 
○ありのままに受容することと、共感することにより信頼関係を築く。 

〇安心して過ごせる場とする。 

基本的生活習慣

の確立 

○保護者と連携し、基本的な生活（家族との食事等）の習慣化を促し、学校復帰

に向けた生活リズムを確立する。 

○運動、体力、栄養、睡眠等に気をつけ、健康的な心身を育む活動を行う場とす

る。 

自然体験活動 
○豊かな自然環境の中で心を開放する心地よさを味わわせる。 

〇人とのふれあいを広げる場とする。 

○たくましさやチャレンジ精神を養う場とする。 

学習活動 
○個に応じた学習を進める場とする。 

○自主的、自発的な学習意欲を尊重する場とする。 

生活空間の 

広がり 

○社会見学や施設めぐり等の級外活動で、教室内では得がたい貴重な体験を通し

社会性を育む場とする。 

人とのかかわり 
○様々な活動を通して、仲間意識や集団適応能力を高める場とする。 

〇関係機関との協力と連携により、様々な人との出会いの場を提供する。 

八重山教育事務所 

入級検討委員会 

・教育部長・学校教育課長 

・担当主事 

・青少年センター所長・係長 

・教育研究所所長 ・学級担任 

（学校関係職員） 

【その他関係機関】 

◇全国適応指導教室連絡協議会 

◇沖縄県適応指導教室連絡協議会 

◇県内各適応指導教室 

そ
の
他
専
門
機
関 

○
こ
ど
も
未
来
局
こ
ど
も
家
庭
課 

・
子
ど
も
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

○
中
央
児
童
相
談
所
（
八
重
山
分
室
） 

○
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

・
教
育
相
談
支
援
員 

・
生
活
指
導
員 

・
ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

・
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー 

・
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
員 

石垣市立教育研究所 

・所長 ・研究教員 

石垣市立適応指導教室 

「あやぱに学級」 

・学級担任 

・指導員 

【専門機関】 

SSW・SC 

石垣市教育委員会 

【家庭】 

・保護者等 

【原籍校】 

・校長、教頭、 

・学級担任、養護教諭 

・教育相談担当・生徒指導主任等 

‐５‐ 



１０ 運営方針 

(1) 担当教諭と指導員との協働 

① 適宜話し合いを持ち、共通理解を図る。 

    ② 学校教育課（担当指導主事）及び教育研究所（所長）と所内研修等で共通理解を図る。 

(2) 学校との連携指導 

    ① 学校訪問による学校長・教育相談担当・生徒指導主任・学級担任等との懇談会を実施し、学 

校の不登校児童生徒の実態把握に努める。 

    ② 原籍校の校内支援会議に参加し（学期 1回程度）、情報交換及び適応指導についての共通理 

解に努める。 

    ③ 原籍校学級担任や教育相談担当・生徒指導主任等の来級による、児童生徒との関係づくり 

に努める。 

    ④ 毎月初めに原籍校へ出席状況や学級での様子を報告し、児童生徒の状況と支援方法につい 

て共通理解を深める。 

(3) 家庭との連携指導 

    ① 随時連携をとり、児童生徒の支援が円滑にできるように努める。 

    ② 必要に応じて保護者会を持ち、理解と協力を得る。 

    ③ 関係機関へ教育相談や研修会への参加を呼びかける。 

    ④ 学級通信や電話連絡等により保護者との望ましい人間関係づくりに努める。 

    ⑤ 児童生徒の実態に応じて、親子で触れ合える機会を設定する。 
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１１ 入級の手順と学校適応へのプロセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象不登校児童生徒・保護者・担任 

原籍校「校内支援会議」等で支援方法の決定 

学校として「あやぱに学級」での支援が

望ましいのか検討 

見学連絡や日程調整(電話) 

｢見学申込書｣の作成 

学校対応 

他機関 

NO   YES   

｢あやぱに学級｣の見学･説明 

様式１「暫定教育相談申請書」 

様式２「児童生徒の概要」 

→「あやぱに学級」へ提出 

 

原則として 

本人・保護者・学校関係者が同席 

「校内支援委員会」での決定事項と決定

理由を添付 

「あやぱに学級」へ通級して学校復帰を

目指せそうか 

体験通級中、通級意思が固まれば原籍

校は申請書を市教育委員会へ提出 

「あやぱに学級」入級 

チャレンジ登校 

「入級」と判定された場合、教育委員

会が「支援決定通知書」を原籍学校長へ

送付 

学習活動･体験活動を通した指導･援助 

段階的な学校適応への試み 

学校復帰又は転出及び修了･卒業等

で支援終結の場合は教育委員会が「支

援終結通知書」を原籍校へ送付 

退級・終結（学校適応後の支援・連携） 

YES   

YES   

※申請書類は、「あやぱに学級」ホームページもしくは、

P22【資料 3】の QRコードからダウンロード可能です。 

YES   

体験通級（約１ヶ月間） 

NO   

申請書等の提出 

様式３「教育相談申請書」：原籍校 

様式４「支援相談申請承諾書」:保護者 

NO   

入級通所検討委員会 

体験通級前に教育相談又は SC との面談

を行い「個別の教育支援計画」等を活用

し手だてを提案してもらう。 暫定申請書についての面談 

学校関係者・保護者 

所長・担任 ・学校復帰までの役割分担を確認 

・体験通級の期間の確認 

‐７‐ 

NO   

原籍校 



Ⅱ 適応指導教室「あやぱに学級」の経営 
 

1 学級経営目標 

(1) 心理的要因によって不登校や登校しぶりの児童生徒に対して、心身共に安心で 

きる居場所を提供する。 

(2) さまざまな活動を通して、自立心と社会性を高め、集団への適応力を育てる。 

 

２ めざす子ども像 

  (1) 自分の気持ちを表現できる子・・・自分で考え、気持ちを伝えよう 

  (2) 自分で決めて行動できる子 ・・・目標を決めて挑戦しよう 

  (3) 思いやりのある子     ・・・思いやりと感謝の気持ちをもとう 

  (4) 明るく元気な子      ・・・生活リズムを整え明るく元気に活動しよう 

 

３ 経営方針 

(1) 個々の児童生徒に対して教育相談、学習指導、集団生活への適応指導等、柔軟な 

対応をし、めざす子ども像の具現化に努める。 

(2) 多様な体験活動や遊び等を通して生活体験を広げ、人と関わる力の育成に努め 

る。 

(3) 児童生徒個々の指導・援助の在り方について、原籍校関係職員や「あやぱに学 

級」担任・指導員との共通理解を図り、一貫性のある指導・援助を行う。 

(4) 日常生活全般における児童生徒の実態や指導･援助の記録をとり、次の支援の手 

がかりにする。 

(5) 学校・家庭・各関係機関等と連携を密にし、協力しながら児童生徒の学校復帰と 

将来の社会的自立に向けた支援体制を整え個々に応じた指導･援助を行う。 

(6) 児童生徒の指導・援助にあたっては、次のような記録簿を作成し、報告する。 

◇ 原籍校への出席状況報告書（毎月 1回） 

    ◇ 支援日誌 

(7) 児童生徒理解の促進、変容に応じた指導･援助に活用する。 

◇ 生活日誌       ◇ 面談シート ◇ プロフィール  

    ◇ 個別の教育支援計画  ◇ 経過観察フォーム 

(8) 原籍校の一員であるという所属感をもたせるため、原籍校の学級担任や教育相 

談担当等による支援をお願いする。 

(9) 個々の児童生徒の実態把握を行い、適切な支援方法を検討する機会をもつ。 

    ◇ 学校における支援会議やケース会議への参加 

    ◇ 専門家、福祉等関係機関との情報交換・連携 

    ◇ 沖適連や他適応指導教室との情報交換・連携 

 

４ 家庭･原籍校･適応指導教室の役割と連携 

(1) 家庭の役割 

① 基本的生活習慣の確立 

② 学級及び「あやぱに学級」との連携・協力 

  ③ 来級相談 

④ 三者面談、保護者会等への参加 

⑤ 登校支援 

⑥ 各行事への参加 など 

 (2) 原籍校の役割 

① 不登校対応担当者を明確にし「あやぱに学級」と連携協力する窓口の設定 

② 原籍校担任による家庭学習の取組 

③ あやぱに学級への訪問 

④ 評価・学校行事等に関する連絡･調整 

⑤ 原籍校へチャレンジ登校する際の受け入れ体制の整備 

⑥ 支援終結後の校内での居場所の確保･配慮など 

保護者との連携 適応指導教室との連携 

‐８‐ 



① 保護者との連携・三者面談 

② 学校からのおたより等の配布 

③ 徴収金(学年費･教材費･給食費)の調整 

④ 保健関係の諸調査の連絡･調整 

① 学習教材及び課題プリントの提供 

② 校内支援会議への参加呼びかけ 

③ 「あやぱに学級」への訪問 

④ 定期テストや提出物等、評価に関する連絡・調整 

⑤ 進路指導及び高校入試に関する資料の提供・諸

手続き 

 

(3) 「あやぱに学級」の役割 

   ① 保護者及び原籍校の関係職員との連携 

   ② 保護者及び本人との面談（実態把握） 

   ③ 原籍校学級担任等との面談（実態把握） 

   ④ 不登校に至った児童生徒の経緯把握及びその理解 

   ⑤ 入級児童生徒への段階的な指導･援助 

⑥ 原籍校主催の会議等への参加 

   ⑦ 毎月の出席状況報告及び支援日誌作成 

   ⑧ 教育相談、来級相談への対応 など 

    

  ◎保護者、原籍校、あやぱに学級三者の連携を密にした、「個別の支援計画」の作成を継続し、指

導援助の方向を共通理解の上、一貫した支援を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 日課表 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原籍校 家 庭 

「あやぱに学級」 

児童 
生徒 

図 1 連携のイメージ 

日課表はあくまでも目安として活用し、 

月行事や週予定に応じて柔軟に対応する。 

 

【原則として】 

月曜日 スポーツ・体験活動 

水曜日 調理実習 

金曜日 栽培飼育活動 

 

登級人数や児童生徒の個々の状況に 

応じて対応していくものとする。 

日課表に合わせてチャイムを流し、 

時間のけじめや気持ちの切り替えができ 

るようにする。 

図 2 利用したアプリ 

   「学校チャイム」 

‐９‐ 

表 1 日課表の例 



６ 主な活動（例） 

活動 ねらい 具体的活動内容（例） 

学
習 

・学習の機会を保障し、原籍校での評価につなげる。 

・基礎的・基本的事項の定着を図る。 

・原籍校からの課題学習に取り組むことで、学校への所属意識を感じさせ

学習意欲につなげる。 

・原籍校の先生に出前授業をしてもらい、学校復帰への気持ちを育む。 

・先輩や卒業生、学級外の方に教えてもらうことによって、大切にされて

いることを感じさせる。 

・学校の課題･テスト等 

・自学自習 

・原籍校教師による出前授業 

・学級外の方による学習支援 

・夏休み･冬休み勉強会 

・市立図書館の活用 

・PCを使った学習 

生
活
体
験 

・調理実習を通して級友と一緒に協力し、つながりと協働する喜びを感じ

させる。 

・調理実習を通して食生活を見直し、望ましい食習慣の在り方を学ぶ。 

・清掃、炊事、団らんを通して家庭での生活を見直す。 

・メニュー決め 

・役割分担 

・買い物 

・調理実習・会食、片づけ 

栽
培
飼
育
体
験 

・自分たちで植えた野菜や花の成長を実感し、灌水や手入れ等をする中で

開花や結実の喜びをあじわい、収穫した作物を食することで命の大切さ

を感じる。 

・教室内の観葉植物や小動物を育てることを通して、心を癒すとともに命

の大切さに気付かせる。 

・級友と栽培活動を行うことで交流が深まり、協働する楽しさ、助け合い

の心情や態度を育てる。 

・菜園活動 
種まき→育苗→苗植え→灌水→

暴風・害虫対策→収穫調理 

・観葉植物への水やり 

・生き物の世話 

・青少年の家主催の事業 
イモ植え→手入れ→収穫→調理 

制
作
体
験 

・自分の想像やアイディアを形にすることによって、自己を表現し、それ

を互いに認め合うことで自己肯定感を高める機会とする。 

・美術や技術／家庭科の課題を制作することで、学校への所属感を得、登

校に対する抵抗感を軽くする。 

・仲間とともに制作することを通して、協働する喜びを味わわせる。 

・掲示物制作 

・手工芸体験 

・美術や家庭科の課題制作 

・絵はがき教室 

・黒板アート 

自
然
体
験 

・自然に親しみ、遊びを通して仲間との交流を深めることで自主性や連帯

感を深める。 

・身近にある自然に触れゆったりとした時間を過ごす中で、心の癒しと解

放につなげる。 

・自然を大切にしようとする意識をもたせる。 

・カヌー体験 

・登山教室 

・遠足 

・秋見つけ 

社
会
体
験 

・いろいろな職業がある事を知り、人々とのふれあいことを通して視野を

広げ、社会性を広げる。 

・他人のために役立つ自分を知り、自己有用感を育む。 

・言葉遣いやあいさつ等、人との接し方について学ばせる。 

・職場体験（保育園等） 

・給食センター見学 

・進路学習 

・ことばの日 

 ・地域の文化財や施設を見学することで、郷土の歴史や文化に興味をもた

せる。 

・平和について学ぶことで、命の尊さを知り平和であることがどれだけ幸

せであるかを感じ、学ぶことができる。 

・八重山平和祈念館見学 

・遠足 

・史跡見学 

・展覧会や劇等の観賞 
 

・学級の仲間や職員との触れ合いを通して、交友関係を深め心身の健全な

発達を図る。 

・自分のペースで体力づくりを行うことができる。 

・自分の目標達成に向けて、継続して練習することができる。 

・卓球、ウォーキング 

・なわとび 

・ボール遊び 

・グラウンドゴルフ等【級外】 

宿
泊
体
験 

・大自然の中で過ごすことで心の解放を図る。 

・住み慣れている環境から離れ、学級の仲間たちと寝食を共にすること

で、互いのよさに気付き認め合う。 

・集団生活を通して基本的な生活習慣を整え自立心を養う。 

・役割分担など諸活動を通して、責任感を培うと共に自己有用感を得る。 

・集団での規律の大切さを学ぶ。 

【宿泊場所例】 

・沖縄県立石垣青少年の家 

・竹富町立交流センター 

【活動例】 

・野外炊飯 

・自然散策 

 

 

７ 教室環境（P11 図 2 教室配置図参照） 

(1) 方針 

① 一斉指導や個別学習など、諸活動に対応できるように机を配置する。 

   ② 児童生徒の作品を掲示し自己肯定感を育む。 

   ③ 植物を置きリラックスできる雰囲気を作る。 

   ④ 畳スペースを設け、ゆっくりくつろげる場とする。 

   ⑤ 水槽を配置し、小動物を育てることで癒しの空間を作る。 

   ⑥ 個人のロッカーやプリント棚を設ける。 

   ⑦ 静かな音楽を流し、気持ちを落ち着かせリラックスできる環境を作る。 

歴

史

文

化 

体

験 

ス

ポ

ー

ツ 

体

験 

‐１０‐ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 主な行事･年間活動計画（例） 

月 行 事 
活  動 

級内活動 級外活動 

４ 

１学期始業式･入学式 
学校訪問 
チャレンジ登校期間 
体験通級受け入れ開始 

教室の環境整備 学級園・花壇の整備 

５ 定期テスト:中  自：春の遠足 

６ 
中体連夏季大会 
｢あやぱに学級｣通級激励会 
定期テスト：中 

制作:掲示物 

文：平和学習 

自：イモ植え体験 

文：平和学習 

ス：スポーツ交流会 

７ 

学校テスト：小 
「あやぱに学級」三者面談 
｢あやぱに学級｣１学期終業式 
１学期終業式 
(三中生徒指導部会参加) 

制作：暑中見舞い 

 

８ 
夏休み開級実施 
実力テスト：中 

 

 

 

９ ２学期始業式 
 お外 deランチ 

自：カヌー体験 

10 中体連駅伝大会 ﾊﾛｳｨﾝﾊﾟｰﾃｨｰ 自：ジャガイモ植え体験 

11 
地区中文祭 
定期テスト：中 

 

 

社：高校見学 

自：秋の遠足 

12 

学校テスト：小 
「あやぱに学級」三者面談 
｢あやぱに学級｣２学期終業式 
２学期終業式 
(三中生徒指導部会参加) 

ｸﾘｽﾏｽお楽しみ会 

制作:年賀状 
 

１ ３学期始業式  自：イモ掘り体験 

２ 
定期テスト：中 
 

  

３ 

「あやぱに学級」実践報告会「あや
ぱに学級」閉級式 
県立高校入試 
チャレンジ登校期間 
卒業式・修了式 
(三中生徒指導部会参加) 

  

自：自然体験   社：社会体験   ス：スポーツ体験  文：歴史文化体 
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図 2 教室配置図 



９ 職員の構成 

○石垣市教育委員会         学校教育課長      ：  上原 太郎  

○石垣市教育委員会         担当指導主事      ：  荷川取 健 

○石垣市教育委員会         事務主査          ：  喜久本 利恵 

◎石垣市立教育研究所         所長              ： 西原 貴和子 

◎石垣市立適応指導教室       学級担任（指導教諭）： 金城 綾乃 

◎石垣市立適応指導教室        指導員            ： 東大嶺 由衣、儀間 奈央 

 

 10 学級事務・事務分掌 

  (１)課長（石教委学校教育課）   ・・・ 上原 太郎 

①適応指導教室の統括、適応指導教室経営・運営に関すること 

②職員の人事に関すること。 

③他機関との渉外に関すること。 

④入級検討委員会に関すること。 

⑤実践報告会に関すること。 

⑥通級激励会・閉級式に関すること。 

  (２)所長               ・・・ 西原 貴和子 

   ①適応指導教室の統括、適応指導教室経営・運営に関すること。 

      ②職員の人事に関すること。 

   ③他機関との渉外に関すること。 

   ④入級検討委員会に関すること。 

   ⑤実践報告会に関すること。 

      ⑥通級激励会・閉級式に関すること。 

   ⑦公文書収受発送に関すること。 

  (３)担当指導主事（県派遣指導主事） ・・・ 荷川取 健 

      ①適応指導教室の経営・運営に係る指導助言に関すること。 

      ②適応指導教室連絡協議会に関すること。(沖適連・全適連) 

      ③入級検討委員会に関すること。 

   ④実践報告会に関すること。 

   ⑤通級激励会・閉級式に関すること。 

   ⑥公文書収受発送に関すること。 

⑦入級・終結通知書の作成に関すること。 

 

  (４)指導主事（石教委学校教育課）  ・・・  係長 仲盛 賢也    担当指導主事 荷川取 

健  

○適応指導教室の指導助言に関すること。    

  (５)事務主査（石教委学校教育課）  ・・・ 喜久本 利恵 

   ○適応指導教室の予算の執行・決算に関すること。 

  (６)適応指導教室指導教諭     ・・・ 金城 綾乃 

      ①適応指導教室の連携機関との渉外・企画運営に関すること。 

      ②学級業務日誌に関すること。 

      ③適応指導教室の学級経営計画・諸行事の企画立案に関すること。 

   ④適応指導教室の学級経営・諸行事の運営に関すること。 

   ⑤適応指導教室の指導・援助活動に関すること。 

   ⑥学校適応促進のための家庭・学校及び学級担任との連携に関すること。 

   ⑦学校訪問の企画立案及び原籍校連絡会議の運営に関すること。 

  ⑧適応指導教室実践報告書の刊行及び報告会に関すること。 

 

 

 

 

 

 



    ⑨通級激励会・閉級式の企画立案に関すること。 

    ⑩学校及び家庭訪問相談に関すること。 

    ⑪教育相談(電話相談・来所相談・面談等)に関すること。 

    ⑫適応指導員への指導助言に関すること。 

    ⑬適応指導教室の通級児童生徒情報管理に関すること。 

       ⑭不登校児童生徒の効果的な指導・支援における研究に関すること。 

       ⑮県内適応指導教室担当者会への出席・連携に関すること。 

    ⑯適応指導教室の予算・購入伺いに関すること。 

       ⑰次年度計画等、資料作成及び事務資料等の準備・引き継ぎに関すること。 

  (７)適応指導教室指導員      ・・・  東大嶺 由衣・儀間 奈央 

   ①適応指導教室担当教諭の補佐業務に関すること。 

   ②適応指導教室の学級運営、諸行事の運営に関すること。 

   ③適応指導教室の指導・援助活動に関すること。 

   ④学校適応促進のための家庭・学校及び学級担任との連携に関すること。 

   ⑤学校へのチャレンジ登校支援、「あやぱに学級」への通級支援に関すること。 

   ⑥原籍校連絡会議の運営補助に関すること。 

   ⑦適応指導教室実践報告書の刊行準備及び報告会の運営に関すること。 

   ⑧通級激励会・閉級式の企画立案補助に関すること。 

      ⑨教育相談(電話相談・来所相談・面談等)に関すること。 

      ⑩出席状況報告書作成、記入、管理、報告。 

      ⑪支援日誌（個人援助指導記録簿）日誌の作成、記入、管理。 

      ⑫児童生徒用生活日誌作成、記入、管理。 

      ⑬諸行事の記録及び反省まとめ。 

   ⑭学級の教室整備及び掲示物に関すること。 

⑮ホームページの更新に関すること。 

   ⑯学級の事務資料等の整理・引き継ぎに関すること。 

  

11 「ことばの日」について 

  (１)ねらい 

    ①自分の言葉遣いを振り返り、よりきれいな言葉、より気持ちのいい言葉を意識して遣い、学級

内の雰囲気を良くし、社会性を培う。 

    ②言葉が心に及ぼす影響を感じることによって、言葉の力を知り、日頃から良い言葉を遣おう

という意識を培う。 

    ③自分自身について振り返ったり、周りの人について考えたりする機会とする。 

  (２)方針 

    ①「ことば」の「ば」＝「８」から、毎月８日、あるいは８日前後の日を「ことばの日」と設定

する。 

    ②「ことばの日」には「ことばの日」の表示をする。 

③通級児童生徒に「ねらい」の説明をする。説明の仕方は、全体や個人など、児童生徒の状態に合わせ

て行う。 

④実施内容は通級児童生徒、時期を考慮し流動的に行うものとする。 

 (３)年間計画案と実施例 

１ ５/（） 
新しい先生との出会いや目標につ

いて書こう 
６ 11/（） ありがとうを伝えよう 

２ ６/（） 平和（幸せ）について ７ 12/（） 1年を振り返ろう 

３ ７/（） 通級激励会決意を書こう ８ １/（） 今年の一字（決意） 

４ ９/（） 自分のことを伝えよう ９ ２/（） 閉級式の決意の言葉 

５ 10/（） 友達の良さを見つけよう  
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12 学校生活に適応するまでの支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP４ 教室での生活 

STEP３ 時間割指定の授業参加 給食 

STEP２ 教科指定の授業参加 給食 

STEP１ いけるタイミングによる授業参加 給食 
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STEP４ 毎日の別室登校及び学習 給食 

STEP３ 曜日、滞在時間指定の別室学習 給食 

STEP２ 行事の見学 可能な行事の参加 定期テストの別室受験等 

STEP１ 学校の近くまで行く 学校敷地内に入る 学習プリントの提出等 

濃 

担任（教育相談）に連絡・チャレンジのタイミングを検討・調整 

教育相談：本人の気持ちを確認 

あやぱに学級での登級安定・情緒安定 

教
室
適
応
支
援 

H28 與那國充子教諭作 薄 
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